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律する生活知， 3) 理論的知識に も と づ き なが ら ， 生活知に働 き かけ ， そ の変革を 目指す統治
的知識の三つの水準に区別し，とくに 3)の水準の知識の構成と役割に注目した cr統治技法の
近代1同文舘)が，先に述べた問題状況のなかで，この水準の知識の重要性はいっそう増し，
その組織化が求められるのである。
第三の要因は，科学の国際化の進展であるOパスツールは，科学に国境はないが，科学者に
は国境があると言った。じっさい科学者の組織化はナショナリズムに支えられ，国民国家の枠
内で進展した。しかし万国博覧会のさいに国際的な学術会議が開催されたことにも見られるよ
うに，この時代に科学者の国際交流が活発になり，それが研究者の組織化の契機になったこと
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も否定することはできなし、。国民化と国際化という，一見したところ対立するように見える動
きのなかで，研究者の組織化が進行するのである O
この共同研究に先立つ二つの共同研究で，社会における知識の位置と機能を検討してきたが，
それとのかかわりでいうと，研究者の組織化は，科学的知識が社会の不可欠の有機的環節とし
ての位置と役割を確立したことの現れと見ることができるO私たちはこのような視点から研究
者の組織化の諸相を検討したのである O
研究会で報告をいただき，熱心に参加していただいた参加者のうち，何人かの方からはさま
ざまな事情のために論文をお寄せいただけなかった。他方で，編集が遅れたために，早くに原
稿を寄せていただいた方には，多大のご迷惑をおかけした。とくに川越修氏にはし、ち早く原稿
をいただきながら，編集が遅れたために，他所で発表されることになった。これらの方々に，
編者としてお詫び申し上げる。
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